
バソラミン注は、トラネキサム酸を主成分とする動物用注射剤です。
トラネキサム酸は、抗プラスミン作用を持つ薬剤で、止血作用、抗アレルギー・抗炎症
作用により出血性疾患および下痢に効果を示します。
【成分及び分量】

品　　名 バソラミン注
有効成分 日局 トラネキサム酸
含　　量 1 mL中 50 mg

【効能又は効果】
牛：手術時の出血防止

血尿症、血乳症、子宮内出血、鼻出血及び腸出血等の出血性疾患の治療、子牛の下痢
犬：手術時の出血防止

血尿症、子宮内出血、鼻出血、喀血及び腸出血等の出血性疾患の治療
豚：子豚（ 0 ～ 4 ヵ月令）の下痢症の治療及び発症防止
【用法及び用量】
牛：体重1kg当たり、トラネキサム酸として 2.5 ～ 12 .5 mgを 1日、1 ～ 2 回に分けて

皮下、筋肉内又は静脈内に注射する。ただし、子牛の下痢には体重 1 kg当たり
5 mgを1日、1 ～ 2 回に分けて皮下、筋肉内又は静脈内に注射する。

犬：体重 1 kg当たり、トラネキサム酸として 5 ～ 25 mgを1日、1 ～ 2 回に分けて皮下、
筋肉内、静脈内又は腹腔内に注射する。

豚：子豚（ 0 ～ 4 ヵ月令）：体重 1 kg当たり、トラネキサム酸として 5 ～ 25 mgを1 日、
1 ～ 2 回に分けて皮下、筋肉内又は腹腔内に注射する。

【使用上の注意】
「基本的事項」

１　守らなければならないこと
（一般的注意）

本剤は獣医師の適切な指導の下で使用すること。
本剤は定められた用法・用量を厳守すること。
本剤は効能・効果において定められた適応症の治療にのみ使用すること。
本剤投与後、下記の期間は食用に供する目的で出荷を行わないこと。

牛：5 日間　　牛乳：24 時間
豚：5 日間

（取扱い及び廃棄のための注意）
小児の手の届かないところに保管すること。
本剤の保管は直射日光、高温及び多湿を避けること。
使用済み容器は、地方公共団体条例等に従い処分すること。
本剤を廃棄する際は、環境や水系を汚染しないように注意し、地方公共団体条例等
に従い処分すること。

・
・
・
・

・
・
・
・

動物用医薬品
承認指令書番号 2 畜A第1745号
販売開始年月 1957年12月

2024年 7 月改訂
貯法 室温保存

トラネキサム酸注射液



DBASO-B
R11

２　使用に際して気を付けること
（使用者に対する注意）

誤って注射された者は、直ちに医師の診察を受けること。
（対象動物に関する注意）

副作用が認められた場合には、速やかに獣医師の診察を受けること。

「専門的事項」

重要な基本的注意
牛及び犬に静脈内注射する場合は速度が速すぎると、まれに振戦又は嘔吐する事が
あるので、注射速度はできるだけ遅くすること。

【薬理学的情報等】
抗プラスミン作用

トラネキサム酸の抗プラスミン作用は、in vitroにおける各種測定法、および in 
vivoにおいて血中・局所におけるプラスミン活性測定により証明されています。

止血作用
トラネキサム酸は、プラスミンによってひきおこされるフィブリン分解、血小板変
性、血管の脆弱化、血液凝固因子の分解などを防ぎ止血作用を示します。この効果
は、臨床的には出血量の減少・消失、出血日数・出血時間の短縮などにあらわれます。

抗アレルギー・抗炎症作用
トラネキサム酸は、アレルギーや感染による炎症性病変の原因となっているキニン
その他の活性ペプタイドのプラスミンによる産生を抑制します。また血管透過性
や、カラゲニン、ブラディキニンなどの起炎性物質による浮腫を抑制する作用が認
められています。

【包装】
動物用医薬品　バソラミン注（ 1 mL中 50 mg含有）

50 mL ×10（バイアル入り）、100 mL × 5（バイアル入り）
【製品情報お問い合わせ先】
明治アニマルヘルス株式会社　営業部
〒860-0083
熊本市北区大窪一丁目 6 番 1 号
TEL : 096（345）6505
FAX: 096（345）7879
https : //www.vet.meiji. com/
【製造販売元】

【製造元】

獣医師、薬剤師等の医薬関係者は、本剤による副作用などによると疑われる疾病、障害若し
くは死亡の発生又は本剤の使用によるものと疑われる感染症の発症に関する事項を知った場
合において、保健衛生上の危害の発生又は拡大を防止するために必要があると認めるとき
は、上記【製品情報お問い合わせ先】に連絡するとともに、農林水産省動物医薬品検査所

（https ://www.maff.go.jp/nval/iyakutou/fukusayo/sousa/index.html）にも報告をお願
いします。
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